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久

子
小

一

白

1

日

子
ど
も
の
人
権
専
門
委
出貝
の
可
能
性
と
課
題

平

清

太

郎

（
子
ど
も
人
権
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
）

子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
に
指
名
さ
れ
る

子

ど

も

人

権

オ

ン
ブ

ズ

マ

ン

（
子

ど

も

の

人
権
専
門
委
月
）

に
指
名
さ
れ

一
年
が
た
ち

ま
し
た
。

こ

の
制

度

は
、
「
子

ど
も

の
権

利
条

約
」

が
批
准
さ
れ
た

こ
と
を
受
け

て
、
子
ど
も
を

め

ぐ

る
人
種

間

題

に
適

切

に
対
処

す

る
た

め
、
子
ど
も

の
人
種
間
題
を
主
体
的
・
重
点

的

に
取
り
扱
う
専
門
委
貞
を
法
務
省

が
設
置

し
、
子
ど
も

の
人
権
問

題
全
般

の
解
決

に
取

り
組
む
た
め

に
、
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
が

全

国
の
人
権
擁
護
委
員

の
中

か
ら
新

た
に
指

名
（
全
国

で
五

一
四
名
、
内
東
京
三
十

一
名
）

し
た

も

の

で
す

。

指
名

さ
れ
た
専
門
委
貞
は
、
子
ど
も

の
人

権
相
談

に
応

じ
た
り
、
人
権
侵
害
事
件
を
調

査

し
た
り

、
子
ど
も

や
保
護
者
・
教
師
・
市

民
向

け
の
講
演
・
座
談
会

な
ど
啓
発
活
動

に

も
力

を
入
れ
る
な
ど

、
学
校
・
家
庭
・
地
域

社
会
を

は
じ
め
関
係
機

関
と
協
力
・
連
携

し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
活
動
で
き

る
社

会

を

つ
く
り
、
次
代
を
担
う

子
ど
も

の
人
権

を
積

極
的
に
擁
護
す
る
こ
と
が
目
的
と

さ
れ

て

い
ま

す

。

委
員
の
具
体
的
活
動

そ
こ
で
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
だ
活

動
に

つ

い
て
報
告

し
、
ご
理
解
と
ご
支
援

を

い
た
だ

き

た

い
と

思

い
ま

す
。
東
京

の
場
合
は
、
委

員
に
指
名
を
受
け
た
後
、
早
速
委
月
会
を
組

織
し
役
員

を
選
出
。
そ
し
て
、
全
体
会
を
開

き

、
委
貞

の
職
務
内
容

の
研
修

、
委

員
会
と

し

て

の
活

動

に

つ

い

て
協

議

し

、

そ

れ

ぞ

れ

の
地
域
で
子
ど
も

の
人
権
擁
護
活
動
を
積
極

的

に
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
主
な
活
動
は

次

の
通
り

で
す
。

①
委
員
制
度
の
周
知
。
市
区
町
村
発
行
の

広
報
紙
に
委
員
名
・
住
所
・
電
話
・
職
務
内

容
を
掲
載
。
②
中
学
生

の
生
活

に
関
す
る

ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
。

一
万
三
千
余
人
か
ら
回
答

を
得

た
。
③

子
ど
も

の
人
権

110
番

の
設
置

。

一
九
九

五
年

五
月
未

で
約
百

五
十
件
。

い
じ

め
・
担
任

に
よ
る
差
別
・
体
罰
な
ど
。
④
子

ど

も

た
ち

か

ら

の
人
権

メ

ッ
セ
ー
ジ

発
表

会
。
子
ど
も

た
ち
自
身

に
、

人
権
尊
重

の
精

神
と

、
自
由

に
意
見
を
表

明
す
る
権

利
を

理

解

し
て
も

ら
う

こ
と
を

目
的

に
実

施
。
ど
の

子

の
メ

ッ
セ

ー
ジ
も

胸

に
響

く

も

の
ば

か

り
。
⑤
各
地
域
の
教
育
委
員
会
・
学
校
・
P

T
A
と
の
連
携

。
⑥
東

京
三
弁
護
士
会
と

の

懇
談
会
。
⑦
資
質
向
上
を
め
ざ
す
研
修
。
ケ

ー

ス
研
修
、
施
設
見
学
、
専
門
家

（
児
童
福

祉
専
門
貞
・

保
健

婦
）

に
よ
る
講
義

な
ど
。

⑧

子
ど
も

の
人
権
だ
よ
り

の
発
行
。
⑨

い
じ

め

S

O

S

ミ

ニ

レ

タ
ー

。

大

人

や
教

師

の
目

が

届

か

な

い
と

こ

ろ

で
起

き

て

い

る

「
い
じ

め
」
を
掛
り
起

こ
し
、
深
刻
な
事
態

に
な

る

前

に
問
題
を
解
決

し
ょ
う
と
、
と
り
あ
え
ず

日
野
市

の
全
中
学
生

に
配
布
。

子どもたちからの人権メッセージ発表会



子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
と
し
て
の
悩
み
と
課
題

私

の
住

ん

で

い
る

日

野

市

で
は

、

三

つ
の

活
動

目
標
を
立

て

て
取

り
組

ん
で

い
ま
す

。

①
子
ど
も
人
権
専
門
相
談

の
充
実
。
新
た

に

「
子
ど
も

人
権
専

門
相
談
」
を

開
設
し
た
り
、

「
子
ど
も

人
権
巡

回
相
談
」

と
し

て
地
域

へ

も

出

向

い

て

い
ま

す

。

こ

れ

ま

で

に

二
十

数

件

の
相
談
が
あ
り
、
そ

の
大
半
が

い
じ
め

や

体
罰

に
関
す
る
相
談

で
し
た
。
問
題

の
対
応

を
め
ぐ

つ
て
担
任

や
学
校
長

に
対
し
不
信
感

を

抱

い

て

い

る

も

の

ば

か

り

が

目

立

ち

ま

す
。
学
校

の
中

で
反
省
が
な
さ
れ
な
け

れ
ば

い
け

な

い
と

思

っ
て

い
ま

す

。

事

案

に
よ

っ

て
は
、
子
ど
も
と
親

の
意
向

に
そ

っ
て
担
任

や
学
校
長
に
お
会

い
し
、
話

し
あ
う

こ
と
も

あ
り
ま
す
。
②
啓
発
活
動
の
充
実
・
強
化
。

市

民

の
方

と

の
意

見

交

換

の
場

と

し

て
、

「
地
域
座
談
会
」
を
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
参
加
者

は
少

な
く
、
ど
う

し
た
ら

も

っ
と
多

く

の
方

に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う

こ
と
が

で
き
る
か
と
悩
ん

で
い
ま
す
。
③

子

ど
も

の
居
場
所
づ
く
り

（
今
、
子
ど
も
た
ち

の
心
情

を

い
か
に
受
容
す

る
か

…
…
）
。
自

然
体
験
活
動
や
障
害
児
と
健
常
児
と

の
ふ
れ

あ

い
活
動
な
ど
を
通
し

て
仲
間
づ
く
り
を
行

っ
て

い
ま

す

。

こ
の
よ
う
な
実

践
活
動

を
通

し
て
、
今

、

緊
急

か

つ
最
大

の
課

邁
は
、
子
ど
も

た
ち

の

人
権

侵
害
を

早
期

に
発
見

し
、
早
期

に
解
消

す

る
た
め
の
救
済

シ
ス
テ
ム
（
第
三
者
機
関
）

を
地
域

に
生

み
落
と
す

こ
と

で
す

。
今

は
夢

の
よ
う
な
話

で
す

が
、
ぜ
ひ
実
現

し
た

い
と

思

っ
て

い
ま

す

。

2

笑顔でキ ャンプ
子ども自然体験活動 （いろり火を囲んで）

仲間づ くり

卸済
む
」郡

子
ど
も

の
権
利
条
約
第
四
二
条
は
、
批
准
し

た
国
に
村
し
、
条
約

の
原
則
お
よ
び
規
定
を
適

当
か
一つ
積
極
的
な
手
段
で
、
大
人
お
よ
び
子
ど

も

に
広
く
知
ら
せ
る
こ
と
を
義
務
づ
け

て
い

る
。
国
の
広
報
義
務
は
、
外
務
省
が
昨
年
百
万

部
作
成
し
た
と

い
わ
れ
る
ポ

ス
タ
ー
で
終
わ

っ

た
よ
う
な
感
が
あ
る

（
学
校
配
布
状
況

の
不
備

が
指
摘
さ
れ
る
な
か
で
、
こ
の
四
月
の
年
度
替

わ
り
と
教
室
替
え

に
よ

っ
て
多
く
の
ポ

ス
タ
ー

が
処
分
さ
れ
た
と
聞
く
）
。

広
報
紙
・
誌
に
お
け
る
特
集

芦
一伊約葬

川野

貞
r

こ
れ

に
対
し
、
民
間

で
の
広
報
活
動
が
盛

ん

に
な

っ
て
い
る
が
、
自
治
体

に
よ

る
広
報

活
動
も
活
発
化

し

っ
つ
あ
る
。

例
え
ば
、
私

の
手
元

に
あ
る
東
京
都
内

の

区
・
市
報

（
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
収
集
分
）
だ
け

で
も
次

の
よ
う

な
特

集
号

が
組
ま

れ

て
き

た
。
①
94
年
10
月
1
日
大
田
区
教
育
委
員
会
広
報

r
お
お
た

の
教
育
」

41
号

特
集
－
知

っ
て

い
ま
す
か

？

子
ど
も

た

ち

の
幸

せ
の
た
め

に
「
児
童

の
権
利

に
関
す

る
条
約
」

②

94
年

10
月
2

日
中

野
区

「
な
か

の
区
報
」

121
号
子
ど
も

の
権
利
条
約
特
集
－

い
ま

、
そ
し

て
未
来

へ
子
ど
も

の
権
利
を
大

切
に
す

る

ま
ち
を

③

94
年

10
月

15
日
府

中
市
「
広
報

ふ
ち

ゅ
う
」

問
号
特
集
－

子
ど
も

の
幸

せ

（
子
ど
も

の
権
利

条
約
と
は
）

④

94
年

11
月

20
日
杉
並

区

「
月
刊
広
報
ビ

ュ

ー
す
ぎ
な
み
」

32
号

特
集
－

子
ど
も

の
権
利
条
約
を
考
え
る

子
ど
も
た
ち

の
放
課
後
座
談
会

〝
ホ

ン
ネ

で
語
る
権
利
条
約
〃

⑤

94
年

12
月

1
日
世
田
谷
区

「
区

の
お
し
ら

せ
せ
た
が

や
」

818
号

特
集
－

子
ど
も
た
ち

の
笑
顔

い

つ
ま

で
も

－

子
ど
も

の
権
利
条
約

⑥

94
年

12
月

1
日
目
黒

区

【
広
報

め
ぐ

ろ
」

肌
号
特
集
－

子
供
・
花
・
家
族
を
通
じ

て
「
人

権
」

を
考
え

よ
う

（
「
児
童

の
権
利

に
関

す

る
条

約

に

つ

い
て
」
）



こ

の
中

で

〝
児
童

の
権
利
条
約
〃
と

い
う

名
称
は
大

田
と
目
黒
だ
け
。

〝
子
ど
も

の
権

利
条
約
〃

は
中

野
、
府

中
、
杉
並

、
世
田
谷

と
多
数
派
。

滋
賀
県
や
川
崎
市
で
小
（
低
・
高
）
・
中
・
高
校
生
版
作
成

自
治
体
が
製
作
し
た
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
も
近

年
増
え
る
傾
向

に
あ
る
。

都
道
山何
県

レ
ベ
ル
で
は
東
京
、
滋
賀

で
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
が
作
ら
れ
た
が
、
滋
賀
県

で
は

小
・

中
・
高
校
別
に
4
種
類

の
冊
子

に
ま
と

め
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

⑦

94
年

H
月
18
日
東
京
都
教
育
庁
指
導
部

「
児

童

の
権
利

に
関

す
る
条

約

（
条

約
全

文
・
関
係
資
料
）」

⑧

95
年
4
月
滋
賀
県
教
育
委
員
会

と

も

「
な

か

よ
し
友

だ
ち

み
ん

な
し

あ
わ

せ
」

（
小
学

1
～
3
年
生
用
）

「
わ

た
し
た
ち

の
幸

せ
の
た

め
に
」
（
小
学

4
～
6
年
生
用
）

「
世
界

中

の
子
ど
も

た
ち

の
幸

せ

の
た
め

に
」
（
中

学
生
用
）

「
児
童

の
権
利

に
関
す

る
条
約

（
子
ど
も

の
権
利
条
約
）
」
（
高
校
生

用
）

市

レ
ベ
ル
で
は
次

の
よ
う

な
冊
子
も
作

ら

れ
て
き
た
。

⑨

93
年
3
月
横
須
賀
市
教
育
研
究
所
「
同

和
教
育

に
関
す
る
教
材

の
研
究
－

「
児

童

の
権

利

に

関
す

る
条

約

」

に

つ

い

て

の

資
料
集
」

⑲
93
年
11
月
平
塚
市
教
育
研
究
所
「
平
塚
教

育
－
特
集
子
ど
も

の
権

利
条
約

に
学
ぶ
」

⑪
94
年
7
月
札
幌
市
市
民
局
青
少
年
女
性
部

「
児
童

の
権
利

に
関
す

る
条
約

（
子
ど

も

の
権
利
条
約
）
」

⑫
94
年
12
月
川
崎
市
人
権
尊
重
教
育
推
進
会

議

手どもの舶 岩窟っr

舵 ？

～中軸 ・蒔鞄 のみな紬 へ～

佃臥和書教軸准鋤

「
子

ど

も

の
権

利

条

約

っ

て

な

に
？
」
（
小
学
低
学

年
用
）

同
上

（
小
学

高
学

年

用

）
、
同

上

（
中

学
生
・
高
校

生
用
）

⑬
95
年
大
阪
市
人
権

啓
発
推
進
協
議
会

・

大
阪
市
・
大
阪
市
教

育
委
員
会

T
」
ど
も

の
け

ん

り
－

子
ど

も

の
権
利
」

こ

の

中

で

は

川

崎

軸の勧 掬っこ

句ごp

∫へへ′

版

（
⑫

）
と

生
活
文
化
局
女
性
青
少
年
部
「
青
少
年

問
題
研
究
」
174
号

（
荒

牧

重

人

「

子

ど

も

の
権

利
尊
重

と

保

護

の
促

進

を

」

な
ど
）

由
7
4

一ト】ト
、）
ヽ
1
7
ヽ
2
ヽ

大

阪

版

（
⑬

）

が

ユ

ニ

ー

ク

で
あ

る
。
川
崎
版
は
、
滋
賀
県
同
様
、
子
ど

も

の
年
代
別

の
冊
子

に
な

っ
て

い
る
。
大
阪

版

は

「

ワ

タ

シ
は

ワ

タ

シ
、

ボ

ク
は

ボ

ク
ー

自
分

の
こ
と
を
知
り
、
決
定

し
、
誇
り
を
持

っ
て
生
き

る
権
利
」
な
ど
、
子
ど
も
向
け
と

若
者
、
大
人
向
け
を

ミ

ッ
ク
ス
し
た
構
成

に

な

っ
て

い
る
。

こ

の
ほ

か
自

治

体

編

集
雑
誌
・
論

集

で

の
特

集

も

目
立

つ
。

⑭

94
年
度
高
知

県

地
域
改
善

協

会

r
人
権

啓

発

シ
リ
ー
ズ

集

」
（
永

井

憲

一
「

子

ど

も

の

権
利
条
約
と
自
治

体
」

な
ど
）

⑮

94
年

7
月
東
京
都

才ど屯の紳 案論って
応 に応に？

．タ

と
め
ら
れ
、

⑯

94
年
6
、
9
、
12
、

3

月

中
野

区
地

域

セ

ン

タ

ー

部

丁
え
る

ぶ

」

51
～
54
号

（
喜
多
明
人

連
載

「
考
え

て
み

よ
う

か

な

判

子

ど

も

の
権

利
）な
お

、
中

野
区

で
は

94

年

3

月

に

「
子
ど

も

の
権

利
意
識
調
査
報
告
書
」
が
ま

95
年
度
中

に
は
条
約
を

ベ
ー
ス

に
し
た

「
子
ど
も
白
書
」
が
刊
行

さ
れ

る
予

走

で
あ
る
。

（
‡
多
明
人
）
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学
び

、
語
hリ
ム
口
っ
た
連
続
講
座

条

約

の
実
現

や
普

及

に
中

心
的

な
役

割
を

果

た
す

「

ア

ク

シ

ョ

ン

メ

ン

バ

ー

」

養

成

の
た

め

の
学
習

会
と

い
う

趣

旨

で
、
六

月

一
九

日
か
ら
毎

週

月
曜

日

の
夜

、

七
回

に
わ

＼

心

藤

井

幹

夫

（
神
奈
川
高
教
組
）

メ
カ
仏

朋
り
削
郎
郎
那

如

別

条
約

に
関
す
る
重
要

テ
ー

マ
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野

に
詳
し

い
講
師
六
名
が
担
当
す
る
形

で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
各

分
野
と
も
、
最
新

の
情
報

や
議
論
が
報
告
さ
れ
、
質
疑

や
討
議

の
内
容
も
含
め

て
、
か
な
り
水
準

の
高

い
講

座

に
な

っ
た
と
思

い
ま
す
。

事

前

の
新

聞

報

道

や

パ

ソ

コ

ン
通

信

で

の

予
告
が
あ

っ
た
た
め
か
予
想
を
超
え
る
反
響

が
あ
り
、

四
〇
名
参
加
を
最
高

に
、
多
く

の

講
座

で
予
定

の
二
〇
名
を
越
え
る
参
加
が
あ

り

ま

し
た

。
参

加
者

の
顔

ぶ
れ
も

地
域

活

動
・

P
T
A
・
教
職

の
関
係
者
、
学
生
、
報

道
関
係
者

な
ど
様

々
で
、
埼
玉
、
千
葉
な
ど

の
近
郊
各
県
か
ら
だ
け

で
な
く
、
速
く
は
富

山
県

か
ら
夜
行
列
車
を
使

っ
て
の
参
加
も
あ

り
ま

し
た
。

ま

た

、
条

約

普

及

の

ア

ク

シ

ョ
ン

メ

ン

バ

ー
養
成

の
意
味
だ
け

で
な
く
、

こ
の
機
会

に

子
ど

も

の
権

利

に

つ
い

て
知

り

た

い
と

い
う

人

の
参
加

や
、
日
頃

の
活
動

の
中

で
課
題
を

抱
え
、

ヒ
ン
ト
を
求
め

て
の
参
加
な
ど
も
あ

り
、
幅
広

い
学
習
講
座
と
な
り
ま

し
た
。

講
座

の
詳

し
い
内
容
は
後

日
出
版
物

に
さ

れ

る

予
定

の

よ
う

な

の

で
、

こ

こ

で

は
各

回

の
講
座
内
容

の
ポ
イ

ン
ト
だ
け
を
簡
単

に
報

告

し
て
お
き
ま
す
。

第

一
二
条
意
見
表
明
権

に

つ
い
て
の
研
究

は
日
本

が

一
番

進
ん
で

い
る
。
裏

を
返
せ

ば

、
そ
れ
だ
け
子
ど
も

の
意
見
表

明
が
認

め
ら

れ

て

い
な

い
日
本

の
現

状

が
見
え

る

。
意

見
表

明
権

に
は
現
在

四

つ
の
解
釈
。
①

懲
戒

な
ど
に
対
す

る
聴
聞
権

、
②

成
長
過

程

に
あ

る
子
ど
も

の
自
己
形

成

の
権

利
、

③

一
五
条
の
集
会

の
自
由
と
併

せ
て
決
定

へ
の
参

加
権

、
④

一
三
条

の
表

現

の
自
由

の

一
環
。
（
②

の
解
釈
は
講
師
が
提
案
）

子

ど

も

の
教
育

へ
の
参

加

に

つ

い

て
。

ア

メ

リ

カ

（
ア

ン
カ

レ

ッ
ジ

）

で

は

高

校

生

が
教
育
委

貞
に
当
選
。

フ
ラ

ン
ス
で
は
高

校
生
が
中
教
審
委
員

に
。

・

日
本

の
生
徒
参

加
は
戟
後

す
ぐ
と
高
校
紛

争

期
に
生
徒
自

治
が
あ

っ
た
が
、
引
き
継

が

れ

て

い
な

い
。

学
校
運
営

が
外

か
ら
見
え

な

い
。
職
員

レ

ベ
ル
で
民
主
化
が
あ

っ
て
も

生
徒
、
親
ま

で
は

届

か

な

い
。

日
本

の
学
校
は
明
治
以
来
、
古
さ
を
温
存

し
、
中
身
を
変
え

て
い
な

い
。
条
約
発
効

に
際
し

て
の
文
部
省
通
知
も

「
学
校
は
変

え

る
必
要
な
し
。
」

学
校
運
営

の
シ

ス
テ
ム
を
見
直
せ
。
条
約

の
趣
旨
を
生
か
す

に
は
①

子
ど
も

の
意
見

を
全
教
貞
が
確
認
し
、
②

学
校
運
営

の
中

で
そ

れ

に
対

処

し

、
③

そ

の
プ

ロ

セ

ス
が

公
開
さ
れ
、
④

子
ど
も

や
親

に
伝
え
ら
れ

る

、

シ

ス

テ

ム
が

必

要

。

先
進
国

の
な
か

で
学
校
運
営
を
学
校
・

教

師
だ

け

で
決

め

て
い
る

の
は

日
本
だ

け
。

ド
イ

ツ
の
学
校
会
議
、

ロ
シ
ア
の
学
校
会

議
、
イ

タ
リ
ア
の
学
校
運
営
評
議
会
、

フ

ラ

ン

ス

の
管

理

委

員

会

、

ア

メ

リ

カ

の
学

校
助
言
委
員
会
、

い
ず
れ
も
子
ど
も

や
親

が
運
営

に
参
加
。

M比

仙
…

押

－

非
行
に
走
る
子
ど
も
た
ち
一
条

約
と
少
年
司
法（
講
師

津
田
玄
児
）

権
利
獲
得
の
力
を
身
に

つ
け
る
教
育
環
境
を

太
田
節
子
（
教
員
）

七
回
に
萱
る
勉
強
会
は
、
大
変
充
実

し
た
内
容
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
立

場
の
異
な
る
参
加
者

の
方
々
（
教
師
、
公

務

員
、
主
婦
、
地
域

の
役
員
、
P
T
A
の

役
員
、
学
生
、
浪
人
生
等
）
に
よ
っ
て
、「
子

ど
も
の
権
利
」
を
複
数

の
角
度
か
ら
見

つ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
活
発
な

討
論
の
中

で
感
じ
た

こ
と
は
、
子
ど
も

の
権
利
条
約
を
行
使
し
て
い
く
上
で
現

在

日
本
で
最

も
ネ
ッ
ク
に
な

っ
て
い
る

の
が
学
校
或
い
は
教
師
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
私
も
含
め
て
こ
れ

か
ら

の
教
師
が
ー具
剣
に
取
り
組
ん
で
改

善
し
て
い
く
べ
き
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
自
身
が
自
ら
の
権
利
を
獲
得
し

て
い
く
力

を
身

に
つ
け
て
い
け
る
よ
う

な
教
育
環
境
が
望
ま
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
多

く
の

子
ど
も
達
が
参
加
し
て
く
れ
る

こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
に

一
条
の
光
を
求
め
て

薗
部
日
出
男
（
教
員
）

中
味
の
濃
い
子
ど
も
の
権
利
条
約
の

講
座
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
、
い
ま
私
は

と

て
も
充
実
し

た
気

持
ち

で
お
り

ま

す
。講
座
は
、
全

般
的
に
専
門
の
先
生
方

が
子
ど
も
の
身
近
な
問
題
を
参
加
者
に

と

て
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
下
さ

っ
た

の
で
、
条
約
の
内

容
を
か
な
り
深

4

子 動
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も は
の じ
意 め
絹 窒
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吉山県など各地から約 4 0 名参加。
熱心にメモをとる参加者たち。

・

条
約
第

四
〇
条

2

に
は

「
関
連

国

際

文

書
を
考
慮
」

と
あ

る
。

法

を

犯

し
た

子

ど

も

を

人

間

的

に

扱

う

「
北

京

ル
ー

ル
」
、
非

行

予

防

の

た
め

幼

児

期

よ

り

人
格

を

尊

重

し

、

社

会

の

パ

ー

ト

ナ

ー

と

し

て
認

め

る

べ

き

と

す

る

「

リ

ヤ

ド

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

」

な
ど
あ
る
。

・

条

約

四
〇

粂

3

に

子
ど
も

の
た
め
の
特

別
な
手
続
き

の
確
立

を
求

め
て

い
る
。

目
的

は
他
者

の
人
権
尊

重

の
促

進
と
社
会
復
帰
。

日
本

で
は
少
年

法

と

児
童

福

祉
法

が

こ

れ

に
該

当

す

る

が
、
適

用
に
お

い
て
発
達

へ
の
配
慮
を
欠

き

、
援

助
す
る
の
だ

か
ら
成
人
と
同

じ
権

利

を
保
障
す

る
必
要
な

い
と

の
姿
勢
。

最
近

の
少
年

司
法

の
運
用
は
子
ど
も

に
対

す
る
特
別

の
手
続
き
を
破
壊

し
後
退
さ

せ

る
試

み
が
続

い
て

い
る
。
（
調
布
事

件
判

決

＝
成
人
に
達

し
た
段
階

で
の
裁
判

の
し

直
し
）
。
条
約

の
精
神
か
ら
遠

い
現
状
。

今

の
子
ど
も
は
大

人
が
作

っ
た
理
想

に
あ

わ
せ

て
努
力
し
、
幼

い
頃
か
ら
自

分
を
押

さ

え

て
育

つ
。

周
囲
に
気
遣

い
、
大

人
に
と

っ
て
良

い
子

ほ
ど
、
精
神
的

に
不
安

定

で
、
医

学
的
に

は
問
題
児

。

ア
イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ
を

持

つ
権

利

（
八

、

二
九
条

）
と
意
見
表

明
権

＝
自

己
形
成
権

（

一
二
条

）
を
活
か

し
、
ま

ず
、
休
息

し

（
精

神

的

バ

ラ

ン

ス
を

保

つ
）
、

ほ

っ
て

お

か
れ

（
大

人
か
ら

の
価
値
観

の
強
制
を
受

け

な

い

）
、

そ

し

て

、

遊

び

・

レ

ク

リ

エ

ー
シ

ョ
ン
・

文
化
活
動

に
参

加

（
自

分

で

自
己
形
成
）
が
大
事
。

締
約
各

国

の
報
告
を
ジ

ュ
ネ
ー
ブ

で
第
二

期
か
ら
傍

聴
し
続
け

て
き

て
い
る
平
野
さ

ん

の
貴

重
な
講
演

。
締
約
国

の
報
告

で
は
、

法
改

正
や
制

度
設
立
な
ど
条
約
実
施

に
際

し

て
と

っ
た
措
置
が
審
査

の
中

で
重
視
さ

れ
る
こ
と
、
審

査

の
過
程

で
N
G
O
も
情

報
提
供

の
機
会
が
あ
る
こ
と
、
委

員
会

の

所
見
に
強
制
力
は
な

い
が
、
世
界

に
公
表

さ

れ

る

と

い
う

プ

レ

ッ
シ

ャ
ー

を

生

か

す

こ
と
が
大
事
、
な
ど
。
日
本

の
N
G
O
も

政
府

報
告
を
補
完
す
る
よ
う
な

レ
ポ
ー
ト

作

成

の
必
要
が
あ
る
。

M
拙

芸

魁

雌
蝶

条
約
は
子
ど
も
の
現
状
を
変
え
ら
れ
る
か

一
世
界
お
よ
び
日
本
の
子
ど
も
と
条
約

（
講
師

荒
牧
重
人
）

条
約
は
法
規
範

で
あ
り
、
理
念

を
提
示
し

た
だ
け

で
な
く
、
権
利
行
使
に
よ
り
、

い

か

に
保
障
を
勝
ち
取
る
か
と

い
う

実
践

の

問
題

で
も
あ
る
。

人

口
爆
発
、
環
境
破

壊
な
ど
二

一
世
紀

の

子
ど
も
が
直
面
す
る
状
況
は
厳
し

い
。
だ

か
ら
こ
そ
国
連
も
子
ど
も

最
優
先

の
原
則

を
世
界
に
広
め
よ
う

と
し
て

い
る
。

そ
こ
で
期
待
さ
れ
る
の
が
N
G
O
。
監
視
、

情
報
提
供
、
普
及
な
ど
で
世
界
的
な
繋
が

り
と
力
。
国
連
が
か
か
え

て

い
る
国
家

の

枠
な
ど

の
限
界
を
突
破
で
き
る
。

日
本

の
場
合
、
立
法

、
制

度
、
政
策
、
地

域
・

学
校
・

自
治
体

の
実

践
な
ど
各
レ

ベ

ル
で
の
問
題
点
を
見
直
す
必
要
。
政
府

の

消
極
姿
勢
、
広
報
普
及
活
動
の
問
題
点
、

少
数
者

の
権
利
問
題
な
ど
。

講
座
受
講
者
全
員
が
参

加
し

て
条
約
を
学
ぶ

参
加
型
学
習

の
実
践
。
三
種
類

の
ゲ
ー

ム
を

行

っ
た
。
①

に
た
も

の
あ
わ
せ
。
条
約

の
条

文
が
書

い
て
あ
る
カ
ー
ド
を
持
ち
、
グ

ル
ー

プ

に
分
か
れ

て
、
自
分
た
ち

の
カ
ー
ド

の
共

通
点
を

見

つ
け

る
。
②

ア

ン
ケ
ー
ト
検
討
。

参
加
者
が
条
約

に

つ
い
て
の
各
自

の
関
心
を

メ
モ
に
書
き
、
そ
れ
を
分
類
し
な
が
ら
仝
貞

で
議
論
を
深
め
、
問
題
点
を
見

つ
け
て

い
く
。

③

「
先
生
」
と

「
生
徒
」

に
対
す
る
固
定
観

念
を

み
ん
な

で
出
し
合

い
多

い
も

の
か
ら
並

べ

て

み

る

。

先

生

に

つ

い

て
は

、

閉

鎖

的

、

く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

少
年
司
法
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
法
的

な
仕
組
み
等
が
な
か
な
か
理
解
で
き
ま

せ
ん
で
し
た

が
、
先
生
の
熱
意
あ
ふ
れ

る
講
義
・
質
疑
応
答

で
そ

の
こ
と
も
大

分
解
決
し
ま
し
た
。
国
連
「
子
ど
も
の
権

利
委
員
会
」
の
動
向
に
つ
い
て
も
、
国
連

で
直
に
傍
聴
し
て
き
た
真
に
せ
ま
る
話

か
ら
、
各
国
の
子
ど
も

の
様
々
な
実
態

を
知

る
こ
と
が
で
き
、
私

の
よ
う
に
地

方

に
住
ん
で
い
る
者
に
と
っ
て
は
貴
重

な
学
習
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
回
の
グ
ル
ー
プ
討
議

で
は
、
参

加

者
全

員
が
本

音
で
意

見
を
出

し
ム
ロ

い
、
い
ま
日
本
で
子
ど

も
た
ち
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
を
客
観
的
に
知
る
こ
と

が

で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
当
日
、
中
学

生
が
グ
ル
ー

プ
討
議
に
参
加
し
、
自
分

の
意

見
を
表
明
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、

真
に
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
話
し
合
い

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ

っ
た
と
思
い
ま

す
。こ
の
話
し
合
い
へ
の
中
学
生

の
参
加

は
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
趣
旨
が
、
や

が
て
日
本
の
子
ど

も
た
ち
に
根
を
張
っ

て
い
く
か
ど
う
か
の
一条

の
光
を
放
っ
て

く
れ
た
よ
う

で
、
私
は
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。

余
裕

が
な

い
、
独
善
的

、
こ
と
な
か
れ
、
権

力

的
、
な

ど

の
意
見

。
生
徒

に

つ
い
て
は
、

い
つ
ま

で
も

子
ど
も

、
苦
労
知
ら
ず
、
自
由

の
制

限
、
信

頼
が
な

い
、
な
ど
。

一
方

通
行

の
講
座

で
な
く
気

が

つ
く
と
参

加

者
全
点

が
積
極
的

に
発
言

。
「
参
加
」

の

す
ば

ら
し
さ
を
実
感

。

る 子
l ど
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安
定
し
て
き
た
仕
事
ぶ
り
で
す
す
む

告報

国
連
・

子
ど
も
の
権
利
委
員
会
第
9
会
期

子
ど
も
の
権
利
委
員
会
第
9
会
期
は
、
二

月
の
選
挙
で
パ

ン
パ

レ

ン
委

鼻

（
ペ
ル
ー
出

身
）
と
交
代
し
た
ジ

ュ
デ

イ
ツ
ト
・

カ
ー
プ

委
員

（
イ
ス
ラ

エ
ル
出
身

）
を
迎
え
、
五
月

〓
二
日

か
ら

六
月

九

日
に

か
け

て

開
か

れ

た
。
審
査

さ
れ
た
国
は
、

ニ
カ
ラ
グ

ア
、
カ

ナ
ダ

、
ベ
ル
ギ

ー
、
チ

ュ
ニ
ジ

ア
、
ス
リ
ラ

ン
カ
の
五
か
国
で
あ
る

（
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア

連
邦
の
審
査
も
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
延
期

さ
れ
た

）
。
以
下

、
各
国
の
審
査

の
ポ

イ

ン

ト
を
簡
単
に
報
告
す
る
。

－†
ニ
カ
ラ
グ

ア

問
わ
れ
る
子
ど
も
親

し
め
く
く
り

の
各
委
員

の
発
言

の
中

で
、

「
N
G

O
か
ら
も

「
社
会
は

…
…
子
ど
も

を

所
有
物
と
し

て
と
ら
え

て
い
る
」
と

の
情
報

が
提
供
さ
れ

て
お
り
、
子
ど
も

が
必
ず
し
も

主
体
と
見
な
さ
れ

て
い
な

い
」
、
「
子
ど
も
は

主
体
だ
と

い
う
見
方
が
完
全
に
は
受

け
入
れ

ら
れ

て
お
ら
ず
、
政
策
も
保
護

中
心

で
子
ど

も

の
声

に
力

点

を

置

い

て

い
な

い
」

な

ど

の

声
が
出
さ
れ
た
よ
う

に
、
政
府

や
社
会

の
子

ど
も
観
そ

の
も

の
が
狙
上
に
あ
げ
ら
れ
た
。

審
査

の
中

で
は
子
ど
も
労
働
・

未
就
学

・

家
庭
内
虐
待
・
性
的
虐
待
・
若
年
妊
娠
な
ど

多
く

の
問
題
が
指
摘

さ
れ
た
が
、
そ

の
解
決

の
た
め
に
条
約
を
積
極
的

に
利
用
・
普

及
す

る
こ
と

が
重
要
と

の
発
言

が
た
び
た
び
行

な

わ

れ

、

研
修

や
条

約

の

カ

リ

キ

ュ
ラ

ム

ヘ
の

導

入
の
必
要
性

が
唱
え

ら
れ
た

の
も
、
子
ど

も

の
権

利
を
確
実

に
保
障

し
て
い
く
た

め
に

は
子
ど
も
も
含
む
す

べ
て
の
市
民

の
意
識
を

変
え

て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
う

問

題
意

識
を

反
映

し
た
も

の
だ

ろ
う
。

こ

の

ほ

か

、
子

ど
も

の
定

義

に

つ

い

て
も

、

最
低

雇
用
年
齢
が

一
二
歳
と
低
く
押
さ
え

ら

れ
て

い
る
こ
と
、
婚
姻
年
齢

が
男
女

で
異

な

り
女
性

の
方

が
低
く
規
定

さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
始

め
、
多
く

の
点

に

つ
い
て
問

題
に

さ

れ

て

い
た
。

■
カ
ナ
ダ

家
族
再
会
に
つ
い
て
議
論
沸
騰

連
邦
制
を
と

る
関
係
上

、
代
表

団
は
、
連

邦

政
府

の
関
係
省
庁

の
代
表

に
加
え
、

ケ
ベ

ッ
ク
州

か
ら
の
代
表
も
参
加
す

る
も

の
と

な

っ
た

。
審

査

で
焦

点

の

ひ
と

つ
に
な

っ
た

の

も

、
連
邦
と
州

の
調
整

や
、
各
段
階

に
お
け

る

モ

ニ
タ

リ

ン
グ

制

度

の
あ

り

方

で
あ

る

。

条
約

が
直
ち

に
法
的
拘
束
力
を
持
た
な

い
だ

け

に

、
州

レ

ベ

ル

で

の
条

約

の
実

施

を

ど

れ

だ

け
確
保

で
き

る
か

が
大

き

な
問

題
と

な

る
。
政
府
代
表
は
、
各

州

に
人
権
憲
章
や
人

権

保

障

の

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

あ

る

こ
と

を

説

明

し

て
理
解
を
求
め
た
が
、
委

員
会

の
納
得
を

充
分

に
得
る

こ
と
は

で
き
な
か

っ
た
。
地
方

分
権

化
が
進
む
中

で
人
権

条
約

の
実
施

を
ど

の
よ
う

に
確
保
し

て
い
く
か
、
子
ど
も

の
権

利
条

約

だ
け

に
は
留

ま
ら

な

い
問

題

で
あ

る

。も
う

ひ
と

つ
議
論
が
沸

騰
し
た

の
は
、
難

民

の
子
ど

も

の
処

遇

を
め

ぐ

る
問

題

で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
親
と

の
分
離

の
禁
止
原
則

（
第

九
粂
）

や
家
族

再
会

の
重

視

（
第

一
〇

粂
）
が
ど

の
よ
う

に
確
保
さ
れ

て
い
る
か
が

焦

点
に
な

っ
た
。
政
府

代
表
は

「
家
族
再
会

は
国
際
法

上
確

立
さ
れ

た
権
利

で
は
な

い
」

と

し

つ

つ
も

各

種

の
便
宜

を

図

っ
て

い
る

こ

と
を
強
調
し
た
が
、
委
員

会
か
ら
は
、
条
約

の
精
神
を
よ
り
配
慮
し
た
対
応

を
行
な
う
よ

う

指
摘
さ
れ

て
い
る
。

カ
ナ
ダ

に
関
し

て
は
、
こ

の
ほ
か
、
体
罰

や
虐
待
、
貧
困
、

ア
ボ
リ
ジ

ニ
の
子
ど
も

の

状

況

な

ど

に

つ
い

て
議

論

に
な

っ
た

。

■
ベ
ル
ギ

ー

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
実
施
措
置

カ
ナ

ダ
と

同
様

に
連

邦

制

を
と

っ
て
お

り

、

フ

レ

マ

ン
語

圏

と

フ

ラ

ン

ス
語

圏

か

ら

の
代
表
も

参
加

し

て
審
査

が
行
な

わ
れ
た

。

国
内
法
上
条
約
は
自
動
執
行
的
効
力
が
あ

り
、
裁
判
所

で
の
援
用
も
可
能

で
実
際

に
多

く

の
判
例
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
海
外

で
子

ど
も

の
性
的
搾
取
を
行
な

っ
た
場
合

に
国
内

で
の
訴
追
を
可
能
と
す
る
旨

の
刑
法
改
正
を

始

め
と

し
て
い
く

つ
か
の
法
改
正

が
行

な
わ

れ
て
お
り
、

こ
う

し
た
点
は
委
員
会

か
ら
も

高
く
評
価
さ
れ
た
。

し
か
し
、
連
邦
制

に
と
も
な
う
条
約

の
実

施
水
準

の
確
保

に

つ
い
て
は
、

カ
ナ
ダ
と
同

様

に
長

い
議
論

が
行

な
わ

れ
て

い
る
。
ま
た
、

実
施
水
準
を
検
証
す

る
た

め
の
統
計
収
集

シ

ス
テ
ム
が
不
充
分

で
あ

る
と

の
指
摘
も

行
な

わ

れ
た
。

難
民

の
子
ど
も

の
権
利
、
と
く

に
家

族
再

会

に
関
す

る
権
利

の
確
保

に

つ
い
て
も

カ
ナ

ダ
と
同
様

に
問

題
に
さ
れ
、
直
接

の
家
族
だ

け
で
は
な
く
、
場
合

に
よ

っ
て
は
親

戚
と

の

再
会
も
柔
軟

に
保
障

さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
と

の
委
貞

会

の
立

場
が
打

ち
出
さ

れ
た
。

外

国
人
に
対
す

る
差

別
が
強
く

な
り

つ
つ
あ

る

こ
と

に

つ
い

て
も

問

題

に

さ

れ

て

い
る

。

ま

た
、
少
年

司
法

に

つ
い
て
も

、

一
六
～

一
人
歳

の
子
ど
も

が
場
合

に
よ

っ
て
成
人
と

同
じ
扱

い
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
た

め
死
刑
や
終
身
刑

の
可
能

性
が
理
論
的

に
は

残

さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
条

約
に
矛
盾
す

る
の
で
は
な

い
か
と
指

摘
さ
れ
た
。

も

っ
と

も

、

ベ

ル

ギ

ー

に

お

い

て
は

、

さ

ま
ざ
ま

な
問
題
に

つ
い
て
立
法
・

行
政
・

司

法

が
相
当

に
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
行
動
し
、
子

ど
も

の
権

利
の
保

障
が
図
ら
れ
て

い
る

の
で

は
な

い
か
と

い
う

の
が
報
告

を
読
み
、
審
査

を
傍

聴
し
た
私
の
全

体
的
印

象

で
あ
る
。

い

さ
さ
か
硬
直

し
た
感

の
い
な
め
な

い
日
本

に

も
、
ぜ
ひ
見

習

っ
て
ほ
し

い
も

の
だ
。

る

†

チ

ュ

ニ
ジ

ア

総
じ
て
肯
定
的
な
評
価



イ

ス
ラ
ム
教
国

の
中

で
は
最
も
近
代
化
が

進

ん
だ

国

の

ひ
と

つ
で
あ

る

ら

し
く

、

ス
ポ

ー

ツ
青
年
省

の
青
年
幼
児
省

へ
の
再
編
、
子

ど
も
保
護
法

の
閣
議
承
認
を
始
め
、
多
く

の

点

で
注
目

す

べ
き
取

組

み
を

行
な

っ
て

い

る
。
構
造
調
整

政
策

の
さ
な
か

で
も
予
算

の

二
五
％
が
社

会
部
門

に
配
分

さ
れ

て
お
り

、

就
学
率
も
男

子
九
九
・

一
％
、
女
子
九
六

％

と
高

い
。
地
域
的

に
も
積
極
的
な
役
割
を
果

た

そ
う

と

し

て

お
り

、

O

A

U

（
ア

フ

リ

カ

統

一
機
構
）

に
子
ど
も

の
権
利

の
監
視
・

フ

ォ

ロ
ー

ア

ッ
プ

機

関

を

設

置

し

て
は

ど

う

か

と

提

唱

し

て

い
る
と

い
う

。

そ
の
た
め
、
第

二
条
・
第
七
条
・
第

四
条

な
ど

に
付

し
た
留
保
・
解
釈
宣
言

に

つ
い
て

再
検
討
を
促

さ
れ
た
り
、
調
整
・

フ
ォ
ロ
ー

ア

ッ
プ

に
関
し
て
さ
ら
な
る
取
組

み
を
促
さ

れ
た
り
、
子
ど
も
労
働

や
難
民

の
子
ど
も

に

関
し
て
若

干
の
問
題
を
指
摘
さ
れ
た
り
は
し

た
が
、
委
員
会

の
評
価
は
総
じ

て
肯
定
的

で

あ

っ
た
。
刑
事
責
任
年
齢

や
鑑
別
所

に
類
似

し
た
機

関

の
存
在
等
、
少
年
司
法
制
度
が

日

本

の

そ

れ
と

か

な
り

似

て

い

る
ら

し

い
の
が

印
象

に
残

っ
て

い
る
。
も

っ
と
も
、

こ
れ
ほ

ど

何

も

か
も

バ

ラ
色

に
描

か

れ

る
と

か

え

つ

て
疑
念

が

わ

か

な

い
で
も

な

い
。

■
ス
リ
ラ
ン
カ

問
題
山
積
の
貧
困
国

ス
リ

ラ

ン
カ

で

は
、

条

約

を

参

考

に

し

て

「
子
ど
も

憲
章

」
も
作
成

さ
れ
た

が
、
条
約

に
も
憲
章

に
も
法
的
拘
束
力
は
な
く
、
憲
章

に
も

っ
と
高

い
地
位
を
与
え

る
こ
と

や
国
内

法

の
改

正

の
必
要
性

が
ま
ず
は
強
く
指
摘
さ

れ

た

。
実

施

体

制

に

つ

い
て
も

、

か

つ
て
計

画
実
施
省
内

に
置

か
れ
て

い
た
子
ど
も

局
が

廃
止
さ
れ
、
性
急

な
省
庁
統
廃
合

の
結

果
作

ら
れ
た
「
保
健
・
高
速
道
路
・
社
会

サ
ー
ビ

ス
省
」

が
子
ど
も

の
問
題
を
管
轄
す

る
こ
と

に
な

っ
た
こ
と
も

あ

っ
て
、
充
分
な
も

の
に

は

な

っ
て

い
な

い
。

こ

の

よ
う

に

、
条

約

実

施

の
前
提
と

な
る
べ
き

部
分
が

い
ま

だ
に
脆

弱

で
あ

る
こ
と

が
委

員

会

か
ら
懸

念

さ

れ

た
。そ
し
て
、
民
族

紛
争

と
貧

困
が
子
ど
も

た

ち
に
深
刻

な
影
を
投

げ
か
け
て

い
る
。
性
的

虐

待
を
含
む
家
庭
内

の
虐
待

、
国
内
外

で
難

民
化
す
る
子
ど
も

た
ち
、
兵
士
と

し
て
利
用

さ
れ
る
子
ど
も

の
存

在
、
教
育
・
保

健
等

の

社

会
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
格
差

、
母
親

が
中
東

諸

国
に
出
稼
ぎ

に
行

く
た
め
の
母
子
分
離

な

ど
、
問
題
は
尽
き

な

い
。
委
貞
会

か
ら
は
多

く

の
懸
念

が
示
さ
れ
た
が
、
政
府
代
表

は
解

決

の
た

め

の
有

効

な

ビ

ジ

ョ

ン
を

な

か

な

か

示
し
え
な

か

っ
た

。
委
員
会

は
、
最
後

に
、

国
連
人
権
セ

ン
タ
ー

の
助
言
サ
ー
ビ

ス
・

専

門
的

援
助

を
活

用

す

る
よ

う
強

調

し

て

い

る

。

た
カ
ー
プ
委

員
は
イ
ス
ラ

エ
ル
司
法
省

の
法

律
家

で
、
ま
だ
慣
れ
な

い
そ
ぶ
り
を
見
せ
な

が
ら
も
な
か
な
か

の
質
問
ぶ
り
を
見

せ
て

い

た
。

一
度
も
顔
を
見
せ
な
か

っ
た
委
月

が
二

人
も

い
る
な
ど

の
問
題
も
残

る
が
、
委
員

会

の
仕
事
ぶ
り
も
安
定
し
て
き

て
お
り
、
今

後

に
期
待
が
も

て
る
。

な
お
、
次
回
第

一
〇
会
期
は

一
九
九

五
年

一
〇
月
三
〇

日
～

一
一
月

一
七

日
に
か
け

て

開
か
れ
、
少
年
司
法

に

つ
い
て
の

一
般
的
討

議
も
行
な
わ
れ

る
予
定
だ
。

（
平
野
裕

〓
）

四
年
間
ほ
ぼ
変
わ
ら
な

い
構

成
で
機
能
し

て
き
た
委
員

会
だ
が
、
一
サ
イ

ク
ル
を
終
え
、

委

員

の

一
人
が
交

代
し
た

こ
と
も
受

け

て
、

心
機

一
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期

に
入

っ
て
き

て
い
る
。
今
会
期
か
ら
議
長
も

ベ
レ

ン

ベ

ー

ゴ
委

員

（
ブ

ル
キ

ナ

フ

ァ

ソ

出

身

）

に
変
わ
り
、
そ
の
巧
み
な
議
論
の
さ
ば
き
方

に
よ

っ
て
、
以
前
よ
り
も
効
率
的
な
議
論
が

行
な
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
新
た
に
登
場
し

および情報活動 」 と定義 され、（a）人権お よび

基本 的 自由の 尊重の強化 、（b）人格 お よび尊厳

の意識 の全面 的発 達、（c）すべ ての民族、先住

民お よび人種 的、国民 的、民族 的、宗教 的な

らびに言語的集 団間 におけ る理解 、寛容、性

の平等 お よび友好の精神 の促進 、（d）すべ ての

人が 自由 な社 会 に効果 的 に参加 する ことを可

能な ら しめ る こ と、（e）平和 維 持 の た め の 国 連

の活動 の推進 、の五つ の指向性 に基づい て行

なわ れ なけ れ ば な らな い と され て い る。

そのた めの活動 には、政府 や国連国際機 関

は もち ろ ん 、 N G O ・ 草

」■ ■ L の根団体・職能団体に加

えて関 心 あ る個

人も 参 加 す る こ

とが 期 待 さ れ て

国連 は、昨年秋 の総会 で、199 5 年 1 月 1 日

からの 10 年間 を 「国連人権教育 の 10 年」 と位

置づ ける ことを決議 した。 決議 は、（a）人 間が

その可能 性 を最 大限 に発 揮 す るため にはあ ら

ゆる人 権 が 守 られ な け れ ば な ら な い こ と 、（b）

人権教育 は女性 差別 の撤廃 と男女 平等 にむけ

ての重要 な手段 で ある こ と、（c）調和 ・寛容 ・

相互理解 ・平和 の ため には人権教 育が欠 かせ

ない こ と な ど を う た い あ げ た う え で 、「人 権 教

育は単 なる情報 提供 であ って はな らず、 あ ら

ゆる人々が他 者 を尊 重す る ことを学 び、 その

尊重 をあ らゆる社会 で確保 す るための手段 と

方法 を学ぶ ための、 生涯 にわ たる包括的 な プ

国連人権教育の I l －1 年

1■ ■ ′ 芸品妄言言三三㌘冨芸畠

な調 整 は国連 人権高等 弁務官が 国連人権 セ ン

ター と協 力 しな が ら行 な うが 、 各 国 レベ ル で

も、その ための統一 窓口 を設置 しなければ な

らない 。

国連子 どもの権 利委 貞会 も、第九会期以降、

各国への総括所 見 に「10 年」 につい ての言及

を盛 り こ む よ う に な っ て き て い る 。 日本 で は

情報 不 足 もあ っ て ま だ ま だ盛 り上 が りに掛 け

てお り、 政府 も積 極 的 に推 進 し よ う と い う姿

勢をまだ見せ ていないが、「10 年」への取組み

は日本 で こ そ 真 に必 要 と さ れ て い るの で は な

いか。 （平野裕＝）

ロセ ス で あ る 」

と述べ て い る。

人権教 育の重

要性 はすで に国連 の さまざま な場 で語 られ て

きた。 ユ ネ ス コや ユ ニ セ フ は こ の 点 で 先 駆 的

な役 割 を 果 た して きた し、 1 9 9 3 年 6 月 に ウ ィ

ーンで開か れた世界 人権会議 で もその重 要性

は強 調 され て い る。 も ち ろ ん 、 子 ど も の 権 利

委貞会 を始 め とす る さまざ まな人権条約 機構

やそ の他 の 国連機 関 も、人 権教育 が なけれ ば

条約 が 真 に有 効 な もの と は な りえ ない こ と を

自覚 して きた 。

決議 には、国連事 務総 長 によって用意 され

た「行動 計 画」が添 付 されて いる。 そ こで は

人権教 育 は 「知識 な らびに技術 の伝達 お よび

態度 の形成 を通 じ、普遍 的文化 としての人権

を築 き上 げ る こ と を 目 的 と し た 、 研 修 、 普 及

7
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世界の子どもと条約の役割について討論

世界の子ども

水永啓子（学生）

たち と条 約

七
月

一
五
日
土

曜

日
、

〓

二

時

か
ら

第

一
回
プ

レ

フ

ォ
ー
ラ

ム
が
立

正
大

学

の
会

議

室

で
行

な

わ

れ
た
。

テ

ー

マ
は

「
世
界

の
子
ど
も

と

条
約
」

で
あ

る
。

は
じ

め

に
日
本

ユ

ニ
セ

フ
協

会

の
好

光
紀

さ

ん
が
、

ユ

ニ
セ

フ

の
「
国

々
の
前
進

一
九

九

五
」

に

つ
い
て
説

明
を

さ
れ

た
。

一

九
九
五
年

四
月
未
現
在
、

一
七

四
カ
国
が
条
約
を
批
准
。
六
カ
国
が
署
名
を

し

て
批

准

の
意

志

が
あ

る

こ
と

を

示

し

て

い
る

。

署

名
も

批

准

も

し

て

い

な

い

の

は

一

一
カ

国

の

み

と

な

つ

た

。

i
」一r

一

】一一

r

一
■

▼

・
八
r

ま

た

、
批
准

し

た
政
府

は

二
年

以
内

に
子

ど
も

の
権
利
委
貞
会

へ
報
告
書
を
提
出
す

る
義
務
を
負
う
が
、
大
多
数

の
国
が
遅
れ
て

い
る
。

ど

の
国
が

ど

の
程
度

遅

れ
た
か

、
あ

る

い
は

遅

れ

て

い
る
か

を

ま

と

め

て
あ

る

′

の
が

非
常

に
興
味

深

い
。
ち

な

み

に

日
本

は

一
九

九

六
年

に
報

告
す

べ
き

こ
と

に
な

一

つ

て

い

る

。

次

に
国
際
協
力

N

G

O

の

取

組

み

に

つ

い

て

、

C

C

W

A

（
基

督
教

児
童

福
祉
会
）
国
際

精
神

里
親

運
動

部

の

小
林
毅
さ

ん
と
、
幼

い
難
民
を

考
え
る
会

（
C

Y
R
）

の
高

田

美
江
子
さ

ん
よ
り
お
話
を
伺

っ

た
。
特

に
子
ど
も

の
権
利
条
約

が
活
動

に
も
た
ら
し
た
影
響
と

し

て

、

小

林

さ

ん
は

以

下

の
三

点
を

挙
げ

て

い
る
。

一
、
支
援

を
す

る

「
対
象
」

だ
け
で
あ

っ
た
子
ど
も
を
、
子

ど
も
自
身
が
自
主
的

に
参
加
・
活
動
で
き
る
よ
う
に
す

る
な

ど

、

子
ど

も

に
対
す

る
理

解

が
変

わ

っ
た

。

二
、

条
約
や
国
内
行
動
計
画
に
よ

っ
て
、
自
分
達

の
活
動
が

政
府
・
他
組
織
と
の
中
で
客
観
的
、
関
連
的

に
み
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
支
援

の
方
向
性
が
明
確
化

さ
れ

た
。

三
、

子
ど

も
達

の
悲
惨

さ

で
は
な

く

権
利

が

守

ら

れ

て

い
な

い
実

状
を

伝
え

る
と

い
う
広

報

へ
見

直

さ
れ
た

。

最

後

に

ジ

ャ

パ

ニ
ー

ズ

・

フ

ィ

リ

ピ

ー

ノ

・

チ

ル

ド

レ

ン
に

つ

い
て
、
国

際
子

ど
も

権

利

セ

ン
タ
ー

の
粟

野

真
遺
さ
ん
が
得
意

の
参
加
型
形
式
で
説
明
さ
れ
た
。

参
加
者
は
二
〇
名
程
で
あ

っ
た
が
、
世
界

の
子
ど
も

の
状
況

に

つ

い
て
わ

か
り

や
す
く

開
く

こ
と

が

で
き

た

の
で
、

も

っ
と
多

く

の
方

が
参

加

で
き

れ
ば

良

か

っ
た

と

思

う

。
「
国

々
の
前

進

」

で

は
、

こ

の
三
年

間

子

ど

も

の
権

利

に

関
す

る

ペ

ー

ジ

が
年

ご

と

に
増

え

て

い

る

。

ユ

ニ

セ

フ

が

い

か

に

重

要

視

し

て

い

る

か

と

い
う

こ
と

で
あ
り

、
今
後

の
更
な

る
前

進
を

期
待

し
た

い
。

字

ど
も

の
権
利
条
約
」は
、子
ど
も
の
た
め
の
世
界
の
約
束
′
・

●
ま
ん
ガ
で
学
習
シ
リ
ー
ズ

最
新
刊

よ
く
わ
か
る

字
ど
も
の
権
利
条
約
」事
典

喜
多
明
人・
文
／
内
田
玉
男
・
画

「
子
ど

も

の
権

利

条

約
」
は
、

子

ど

も

の
権

利

を
守

る
た

め

に

つ
く

ら

れ

た
、

世
界

中

の
国

と
国

と

の
約

束

で

す
。

こ

の
本

は
、

身

近

な

子
ど

も

の
生
活

の
中

か
ら

、

子
ど

も

の
権

利

に

か
か
わ

る
テ

ー

マ
を

、

ま

ん
が

と

文

章
で

わ

か
り

や
す

く
ま

と

め

た
も

の
で

す
。

●
定

価

－
、
2

0

0
円
（
税

込

）

あかね書房
〒10 1東京都 千代田区西神 田3－2－1

℡03－3263－0641 FAXO3－3263－5440

8

〓
月
柑
日

（
土

）

柑
日
（
日
）

国
立
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ

ン
タ
ー

主
な

テ
ー

マ

「
条
約

に
よ

っ
て
子
ど
も

の
権
利
は
進
展
し
た
か
」

ワ
ー
ク

シ

ョ
ッ
プ

、
パ

ネ
ル
デ

イ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
、
子
ど
も
ア
ク
シ

ョ
ン
広
場
、

交
流
会
、
分
科
会
、
情
報
市
な
ど

各
地
域
や
職
場
で
条
約
の
実
施
・
普
及

状
況

の

「
検

証
」
を

し
て
、

フ
ォ
ー
ラ

ム
95
に
集

い
ま
し

ょ
う
。

榊
事
務
局
か
ら

パ

ソ

コ
ン
通
倍

の
準

備
を

始

め

て

い
ま
す

。

ス
タ

ッ

フ
募
集

中

で
す

。

関
心

の
あ

る
人
、

す

で

に
通
信
を

し

て

い
る
人
、
事

務

局
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ

い
。

悪 手
墨壷羞

呂箭翌
0
昌 約

●書
広法
沢と
子
芸言

重 要

円 約

示突か
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